
中学校の先生がんばれ! 

 

年度当初にあたり、ぜひ、してほしいことを書きます。 

それは、「一年間を見通しておいてほしい」ことです。年間指導計画にある内容を深めてほしいので

す。いつ、何をどれだけの時間をかけて教えるのかということだけではなく、 

・チャレンジしたいことをいつやるのか 

・そのための準備をいつから始めるのか 

・何を用意しておけばよいのか 

の作戦を立てておいてほしいのです。 

 例えば、「今年は探究的な授業に取り組もう」と決意したとする。 

・課題研究を 2年 2回取り組もう 

・6月末と 11月初めに行おう 

・生徒へのお知らせ（何を、何のために行うのか）を 4月のオリエンテーションで行う。 

・「明日、課題研究するよ」ではなく、単元の途中で早めに生徒に伝えて課題を十分考えさせておく。 

・発表は紙か、スライド 2枚程度か 

などなど… 

思いつきの飛び込み授業もたまにはあるかもしれないが、限られた指導時間、限られた生徒の学習時

間を大切にかつ充実して使ってほしい。3 月には納得した、指導技術が高まった 1年になってほしいと

切に思う今日この頃である。 
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